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  日本家族社会学会各種委員会担当理事及び委員一覧
    96年4月現在（＊印は、理事会以後の委嘱）

名集委員会

  担当理事：善積京子（委員長）．清水浩昭．袖井孝子，保坂恵美子．光吉利之

  委員：岩上真珠．大和礼子，落合恵美子．指田隆一．清水新二，清水由文．

    西岡八郎．藤崎宏子．山根真理

研究活動委員会

  担当理事：望月嵩（委員長）．木下謙二．野々山久也．布施晶子，三谷鉄夫．目黒依子

  委員：中間美砂子゛．二階堂ひさ子゛

大会実行委員会

  担当理事：川崎澄雄（委員長）

委員：加藤恵子．神原文子，後藤澄江．西下彰俊．三輪聖子．谷田沢典子，

    山根真理．吉田あけみ

全国家族調査委員会（特別委員会）

担当 理 事 ： 渡辺 秀 樹 （ 委員 長 ） ． 神原 文 子 ． 篠崎 正 美 ． 藤見純 子

  委員：石原邦雄．稲葉昭英．岩井紀子．大久保孝治，木下栄ニ．嶋崎尚子．

    清 水 新 二 ． 西 野 理 子 ． 正 岡 寛 司 ， 松 田 苑 子 ． 渡 邉 吉 利

庶務委員会

  担当理事：牧野カツコ（委員長）．石原邦雄．藤見純子．宮城宏，本村汎

学会事務局

  担当理事：石原邦雄（事務局長）

  委員：稲葉昭英，田渕六郎＊．永井暁子．長山晃子，西野理子．南山浩二
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北 か ら 南 か ら

“性別役割分業”雑感

  私は最近「性別役割分業と家族」とぃう論文を

書きました。私の家族社会学への関心は男女の平

等を 問うと ころか ら出発 したも のです。

  性別役割分業カ粥！差別とイコールに捉えられ、

差別される性の側にいるのが女性とぃうことに

なっています。性別役割は男は外、女は内とぃう

形に分離され、内なる役割を担う女性、っまり家

事労働を担う女性が、家事労働の無償性の故に経

済的自立から外されることが男性との差別をも

たらす最大の要因であるとぃわれています。

  経済学的観点からは、家事労働の無償性は論証

されたようにみえるのが今日的状況とぃえそう

です。そしてこの無償の家事労働を担うが故に差

別される側に廻ることをぃさぎよしとしない女

性は、家族を構成しないことにその解決を見出そ

うとします。

  家族をもたないことは家事労働をしないこと

であり、家事労働をしなければ女性も経済的自立

をうることが容易になり、経済的自立＝男女の平

等とぃう図式が描かれることになります。しかし

男も女も経済的自立をうること＝男女の平等であ

ると論証されたわけではないし、そもそも家事労

働とは何かが明確になっているわけでもありま

せん。

  家族を否定せず、家事労働から逃れられないと

すれば、家事労働を折半することで何とか男女の

差別をなくそうとぃう主張もあります。しかし、

家事労働が凡そ折半ですむものではないところ

に問題があります。家事労働が他者の労働カの生

産および再生産を行うものであるとすれば、家事

労働に子どもの出産を含める必要があると思い

ます。

  最近、カップ´レ婚に代わってシングル単位の生

活が提唱されていますが、そこで行われる育児の

社会化は子どもの育成をどこまで行うものとす

るのか定かではなく、かかる費用の担い手が誰に

なるのかも明らかではありません。

  労働カの再生産を担う家事労働がこの問題を

抱え込むとすれば、問題の解決はそれほと簡単な

ことではないのです。さらには子どもの育成が経

済学的には労働力商品を生み出すことを意味す

るものとなり、子どもの育成の感睛的側面は無視

されることになり、私達にとって豸勘芙とは何かを

問い直させるものとなってくると思います。  ●

    く樋口晟子.刺臨祉大罰

甘い醤油の辛みとうまみ

  鹿児島に来てまだ二年であり、また大学と自分

の部屋との往復がもっぱらとぃうこともあって、

依然として鹿児島とぃう「不思議の国」の入り口

辺りでうろうろしています。大袈裟な物言いかも

しれませんが、スコールのような雨や、その概念

を覆すような“甘い”醤油との遭遇といった赴任

当時の「自明な世界」への衝撃は、今もって経験

することが少なくありません。

  こうした日常の場面での驚きはこれまで生活

してきた地域との相違によるものであり、そこか

ら生じる関心も個人的な域を出ないものが多分  ●

にあるわけですが、周知の通り、鹿児島は社会学

にとってもこれまで興味深い地域でありました。

末子相続の慣行に関する研究や著しい高齢化の

進行についての研究をはじめとして、鹿児島とぃ

う地域を通じて日本の家族制度や日本社会の動

向を射程とした研究の蓄積については、改めて触

れるまでもないことでしょう。

  私自身は非才なため、今まで積み重ねられてき

た研究の吸収も遅々として進まない状態ですが、

勤務先の学生さんとの接触を通じて生じた関心

も幾っかあります。例えば、鹿児島における「個
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人化jの進展の程度とそれが及ぼす影響について

の疑問もそのーつです。これまで蓄えられてきた

研究からは鹿児島の「特殊性Iということが浮か

び上がってくるわけですが、一方、発達したメデ

イア を媒介として少なくとも若年層には個人を

単位 とするような意識も浸透してきているよう

に感じられ、全国的なレベルでの「均ー性」とぃ

う軸に沿った動きもあるように思われます。特殊

性と 均一性が交錯する場における鹿児島の変容

とぃ うことが関心の焦点となってくるわけです

が、「個人化」と接触する鹿児島の「伝統的」な

特殊 性がもたらす影響がやはり面白くなるよう

に思われます。非「家」制度的な「伝統」は個人

化 の促進要因となるのかそれとも阻害要因とな

る のか 、隴的」とも評され る鹿児島の地域文

化は変化していくのか（考察の対象となる「封建

的 」の 内容は末子相続など の研究に鑑みれば

gender roleの面が中心になると思われます）、世

代間の距離はどのようなものになるのか、とぃっ

た疑問が胸のうちに生じてきているところです。

  他にも興味を惹かれることはありますが、よう

や く鹿児島へ関心を向ける余地が少し出てきた

ところであり、また何分にも浅学なために関心を

その先に進めるには至っておらず、皆様からいろ

い ろ と 教 え て い た だ け れ ば 幸 い で す 。

    （安藤究・鹿児島経済大学）

委 員 会 か ら

全国家族調査委員会

「全 国家族調査1委員会は予定通り1月6日に第

1回研究会を開催し、調査実施に向けて実質的に

活動を開始しました。研究会参加者は委員を含め

て50名を超えています 。第2回は4月27日、第3

回は本年度学会大会の翌日（9月14日）に名古屋

（金城学院大学）で開催を予定しています。現在は

サブグループにわかれて、関連調査のサーベイな

と湛礎的な準備作業をおこなっているところで

す。 研究活動の経緯は NFRレターで詳しく報告

することになりますが、会員の皆様のご支援をお

願いします。事務局は、早稲田大学文学部大久保

孝治研究室です。

第6回大会実行委員会事務局

宙 廊 殻 告 儀 lrbIU雖 鈔 あ 萇 纂 己 妄 ナ ′

  大会実行委員会ニュースNo．2でお知らせしま

  したが、自由報告（個別報告）の募集を引き続

  いて行っておりますので、ふるってご応募くだ

  さい。個別報告とは、報告名義人が一人でも二

  人以上でも、口頭発表者が単独である報告で、

  報告時間は25分程度のものを指します。なお、

  自由報告のうち、セッション報告は締め切りま

  した。

応募資格：本学会の会員であること。未会員は会

  員になってください。

応募方法：実行委員会ニュースNo．1添付の用紙

  によって実行委員会事務局へお申し込みくだ

  さい。

応募期限： 1996年4月 末日（ただし、金城学園

  大学 が4月 28日 よ り5月 6日まで 連休になり

  ますので、5月6日中のお申し込みで間に合い

  ます。）

報 告要 旨���o���ﾀ�F1996�N7�������i�K���q

宛先：第6回大会実行委員会事務局

    （代表：川崎澄雄）

    〒 463名 古 屋 市 守 山 区 大 森 211723

    金城学院大学家政学部内

  TEL 052-798-0180  FAX 052-798-0370
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1996年度補正予算（案）





●

編集後記

  16号は、名実とも、新事務局が発行する最初  第です。

のニュースレターです。編集に新しい工夫をした  本号では、お二人の会員にこの欄への寄稿をお  ●

いと思ったのですが、前事務局での試みの域を脱  願いしましたが、できれば多くの方に投稿をして

しえないことがわかりました。前号までのエッセ  いただければと思います。内容は、目下行なって

イ欄『ゴヒから南から」も、そのまま継承すること  ぃる研究のメモ、執筆中・脱稿した原稿・著書の

に致しました。学会もだんだん大きくなり、相互  こと、主宰あるいは参加している研究会・地域や

に知らない人も増えてきましたが、しかしまだ、  社会活動などの紹介、教育の仕事に関連すること、

会員相互がそれぞれの情報を伝えまた知ること  その他日々雑感のようなもの、なんでも結構です。

によって、刺激を授受し合うことが可能な規模だ  容量は1，000字程度と考えていますが、ご希望が

と 思 い ま す ふ こ の 欄 が そ の 一 助 に な れ ば と 願 う 次   あ れ ば ご 相 談 に 応 じ ま す 。
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